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第 5章 結論 
本研究は，視覚障がい者のタッチパネル操作における諸問題の解決を目指した視覚障がい者向
けタッチパネル・ユーザインタフェースの提案を目的として行われた．「学習による記憶」，「心理
的空間に基づく自己受容感覚」という要素を柱として，固定して配置されたオブジェクト位置の
習得と再現による検証を行った．触運動感覚による再現時に中心位置方向への歪みが見られたも
のの，満足すべき再現精度が確認された．その成果に基づき実際のタッチパネル上で評価実験を
行った結果，基準位置（中心位置）方向への歪みを適用したタッチパネル・デザインとすること
で，晴眼者群，視覚障がい者群共にランダムな 4 桁の数字入力において高い精度で入力が可能で
あるとの知見を得た． 
位置再現実験，数字入力実験において，試行の繰り返しが目立った再現精度低下につながらな
かった点から判断すると，本メニューシステムに基づいたタッチパネル入力方式は実現に向けて
大きな可能性を示すことができたと考える．さらに，中心（基準位置ボタン）から各テンキーへ
の方向が変わらないため，様々なサイズのタッチパネルに対応可能となり，操作に慣れれば学習
に要する負担を減らすこともできる点も本提案手法の強みと言えよう． 
今回は評価実験という位置付けであったため，入力操作において最低限の振動フィードバック
しか設けず，わずかの指の蛇行でも入力失敗となるような設定であった．このような最小限の学
習条件で行った評価実験ではあったが，評価実験で視覚障がい者が示した結果は，目隠しをした
晴眼者と同等の正答率，および処理時間であった．振動フィードバックをより緻密に制御するこ
とでさらなる操作性の向上や，正答率向上も期待できる．その一方で，数字入力実験後に行った
視覚障がい者へのインタビューでは，タッチパネルや本ユーザインタフェースに対して否定的な
意見，不安な声も聞かれた．本ユーザインタフェース完成と並行して，このようなタッチパネル
への先入観や心理的な敷居を下げていくような工夫も必要であると感じた． 
 
 
